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取組内容とその成果

プログラムの目的及び内容

本取組では、学生の就業意識と職業イメージ育成

の推進を目的に、卒業生を中心とする就職支援組織

「キャリア支援人材バンク」を構築する。学生が恒常

的に卒業生からの支援を受けることは、学生が自己

の将来目標を形成し、その実現に向けた大学の帰属

意識形成と学習動機付けも明確になることから、専

門学習の活発化など教育への効果ある取組となる。

到達目標

本取組では、主に卒業生で構成する「キャリア支

援人材バンク」を形成し、低学年から全学生の就業

意識と職業イメージの育成を目指す。また、卒業生

情報を精緻化することにより、本学の教育実績、支

援実績等を示すとともに、全学生の将来目標の実現

に資する就職実績（数的・質的）の達成を目標とする。

プログラムの実施内容

学生の就職支援をより効果的に展開できる支援体

制の強化と、新たな環境を整備する。また約６万人

いる卒業生の現況調査を実施し、卒業後の就業動静・

社会的役割、大学時代の学習過程と現職との関連等

の分析することにより、教育力の一層の向上を図る

ものとする。

実施体制は、就職キャリア開発委員長を中心とし

た就職キャリア開発委員会において、全学的に本取

組を推進する。また、既に本学同窓会組織で推進し

ている就職支援機能を本学の学生支援組織として明

確に位置づけ、学内外一体となった支援ネットワー

クを構築する。

プログラムの成果

1．当該プログラムの周知方法等（学内では、どのよ

うな方法で周知徹底したのか。）

本取組の内容、経過、成果等に関する情報提供の

方法としては、大学広報物（保護者向け小冊子、同

窓会報、学生向け冊子等）、ホームページを通じて

行ってきた。これらの従来と同様の周知方法に加え、

新たに開設した「キャリアサポートセンター名古屋」

での周知も行った。学生対象の企画については、学

内掲示板への掲載、メールによる案内のほか、各種

ガイダンスやオリエンテーションにおいて周知徹底

した。

２．当該プログラムの成果

①自己評価はどのような観点で行ったか。

本学の諸事業に対する自己点検・評価は、全学機

関である「全学評価委員会」と、大学院及び学部教

授会のもとに置かれた「大学院・学士課程教育等評

価委員会」及び「外部評価委員会」が、PDCA サイ

クルに基づいて実施している。

本取組では、就職キャリア開発委員長が所管する

就職キャリア開発委員会が就職支援の評価を担い、

主に次の観点を設定し、自己評価を行った。

（１）対就職希望者比内定率（過去３年間）＊資料１

（２）３年次希望進路と決定進路との差違 ＊資料２

（３）「キャリアサポートセンター名古屋」利用学

生数推移 ＊資料３

（４）キャリアアドバイザー登録者数 ＊資料４

上記（１）（２）の観点については、下記「②到達

目標の達成」欄で後述する。（３）の観点については、

2010(平成22)年度と2011(平成23)年度を比較すると、

1.3 倍利用学生数が増加しており、本取組の成果が現

れていることがわかる。

（４）の観点については、現在 73 名まで登録者数

が増え、その属性は各分野、性別、年代に渡っており、

取 組 期 間
区 分
所 在 地
設 置 者

2009(平成21)年度～2011(平成23)年度
学生支援推進プログラム
〒470－3295 愛知県知多郡美浜町奥田字会下前 35-6
学校法人 日本福祉大学

日本福祉大学就職支援組織「キャリア支援人材バンク」の構築
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在学生の要望に応えられる体制が順次整備されてき

ている。

今後は、第三者評価として、各領域の専門家に委

嘱した「外部評価委員会」に諮問し多面的な評価を

受けることが望まれる。また、本取組において得ら

れた就職支援課題については、就職キャリア開発委

員会での提起のほか、毎年度発行の「自己点検・評

価報告書」にも反映し、各学部・各機関にフィードバッ

クして改善を求め、就職支援における各種事業計画

策定に繋げていくことを予定している。

②到達目標に達したか。

到達目標の達成度指標のひとつ「最終学年在籍の

学生に対する就職率 85％以上）」を達成し、2011( 平

成 23) 年度の対就職希望者比内定率は 92.7％であっ

た。なお、過去２年間の実績は、2010( 平成 22) 年度

95.6％、2009( 平成 21) 年度 93.3％であり、本取組の

実施期間３年間ともに達成している。（各年度３月末

日集計値）

＊資料①【４年生就職内定状況過年度対比】

また、達成度指標の二つめ「第１就職志望分野・

職種への達成率 80％以上」は、2010( 平成 22) 年度は、

全学平均 79％の達成率（進路変更率 21％）であった。

＊資料②【３年次希望進路と決定進路との差違】

③具体的な成果は何か。
【１年目成果】（2009( 平成 21) 年度）

1. 全卒業生を対象とした現況調査により、卒業生に

おける在校生への支援意識や卒業後のキャリアな

どを把握し、今後のキャリア支援人材バンクの

ネットワーク構築、組織化に向けたデータとして

活用する基礎データの集約ができた。特に約７千名

からの調査回答には、就職・キャリア支援に関わ

る指標だけでなく、卒業後に必要なスキル、求め

られる力などを見出し、それらを踏まえた就職支

援内容を検討するに至った。

2. 学部設置校地とは別に、本学名古屋キャンパスに

就職支援拠点「キャリアサポートセンター名古

屋」を開設した。本学のキャンパス立地は都心部

から離れていることから、学生が就職活動におい

て経済的、時間的な制約を受けていたが、名古屋

での就職活動支援を展開することにより、学生支

援を充実させることが可能となった。

3.  同窓会、卒業生との個別相談ができる機会を増や

し、特にＵターン就職に必要な情報を随時取得可

能なネットワークを形成した。６月と11月には全

国の同窓会、卒業生を就職相談員とする就職相談

会を実施し、本学学生が延べ300名参加した。ま

た、本学の地域ブロックセンターの活用による地

元企業との就職説明会を開催するなど、出身地域

の就職情報ネットワークの形成も行った。

4. 就職活動に必要なスキルを向上させるための講座

を開講した。特にキャリアアドバイザーが講師と

して担当する「就活スキルアップ講座」や「就職

ガイダンス」には、昨年の参加率を大きく上回り

卒業予定学生の約８割が受講・参加した。特に名

古屋キャンパスを活用した就職支援講座（2010(平

成22)年２月から３月に実施）には、３年次学生150名

以上が参加し、就職活動と並行しながら支援講座

を受講することにより、即時学生の問題、課題解

決を図ることができた。

【２年目成果】（2010( 平成 22) 年度）

1. 就職支援・キャリア形成講座等をきめ細かく実施

し、学生の就職・キャリア支援の充実を図ること

により、特に就職活動を目前に控えた学生や就職

活動中の学生は、明確な希望進路を持ち、自発的

な就職活動等を展開することができるようになっ

た。また、自発的な就職活動だけに留まるのでは

なく、資格取得や学習意欲の向上に繋がるように

なった。

2. 新たな就職支援拠点として本学名古屋キャンパス

内に「キャリアサポートセンター名古屋」を開設

し、支援体制の強化と環境整備を行ったことに

より、支援を求める学生が20％程度上昇した。ま

た、名古屋キャンパスに恒常的な支援拠点ができ

たことにより、フィールドワーク教育の充実や展

開が可能となり、教育環境の充実を図ることもで

きた。

3. 卒業生を招いた就職指導やキャリア形成指導を

行ったことにより、学生の就業意識の向上と進路

希望を明確にできる学生が前年度対比で30％程度

向上させることができた。学生の具体的な進路希

望が把握できたことにより、教育改革やキャリア

形成支援事業の開発などの課題を明確にすること

ができた。

4. 学生が卒業生から恒常的に支援を受け、関わるこ

とを可能とするシステム開発を行うことにより、

学生のキャリア形成と就業意識の向上を目指す。

また、システム開発と同時にキャリア支援人材バ

ンクの中心となる協力的な卒業生の開拓を行い、

卒業後のキャリアの在り方や様々な職場、職業に
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おける求められる要素などを把握することができ

た。

【最終成果】（2011( 平成 23) 年度）

1. キャリアカウンセラーによる就職支援機会を常設

したことにより、本学における就職支援体制の

強化と環境の充実を図ることができた。特に昨

年の東日本大震災等によって就職環境が一時的に

停滞せざるを得ない状況にあったり、厳しい就職

活動状況において精神的な支援が求められたりす

るケースも多々あり、そうした場合の専門的な支

援・指導を受けることは学生にとっても重要な支

援となった。本事業で立ち上げた名古屋キャンパ

スでの就職支援実績についても、キャリアカウン

セラーの個別面談件数は、2011(平成23)年度が224

名となり、2010(平成22)年度（初年度）実績172名を

上回る実績となった。

2. 各キャンパスにおけるキャリア形成講座等では、

就職活動を支援する講座として「就活スキルアッ

プ講座」（３、４年生対象、美浜キャンパス開講）を

年間通じて開講し、受講学生延べ955名が受講し

た。また、半田キャンパスでは、キャリア形成講

座の一つとして資格取得対策講座を開講し、延

べ27名が受講した。こうした取組に参加した学生

は、幅広いキャリア形成が図られ、４年生につい

ては就職活動結果にも大きく寄与した取組となっ

た。

3. 近年本学卒業生14名と既に就職活動を終えた４年生

の８名を相談員として開催した「就活プランニング

セミナー」では、在学生（全学部３年生以下対象）約

135名が参加し、諸先輩からの就職活動のアドバイ

スや職場における働きがい、求められる能力など

について学ぶことができた。

4. 2010(平成22)年度から開発着手した「キャリアアド

バイザー検索システム」を前半期に完成させ、昨

年７月より学生へのシステム利用を開始した。シ

ステム開発と並行して同窓生を中心としたキャリ

アアドバイザーの開拓を行い、システム利用開始

時点で75名のキャリアアドバイザーを構築した。

学生の利用頻度は、まだ上級学生の10％に満たな

いが、利用した学生の満足度は非常に高いことか

ら、今後、全学に渡って広くキャリア形成に必要

な仕組みであることを徹底することが課題となっ

た。

３年間に亘り、就職支援体制の強化や学生の就

業意識を向上させるための就職支援事業を推進して

きた。特に近年の就職環境の厳しさを受けて、学生

の就職先とのミスマッチにより早期離職者も見受け

られることから、より在学時における就業意識と職

業イメージの育成が急務といえる。

本事業では、こうした課題に対応するために、「キャ

リア支援人材バンク」の構築事業としてキャリアア

ドバイザー検索システムの開発・推進を行い、卒業

生の協力的な支援事業を行った。同時に、複数のキャ

リアカウンセラーや公的機関との協働によるキャリ

ア形成・育成支援事業は、低学年から学生の就業意

識と職業イメージの育成に寄与したと言える。

今後の計画

１．当該プログラムの成果をどのように活用してい

くか。

本取組において開設された「キャリアサポートセ

ンター名古屋」における就職支援事業を継続すると

ともに、キャリア形成・育成支援事業を低学年にも

展開、拡大を図るべく実施に向けて計画策定中であ

る。特に就職支援においては、学生からの支援ニー

ズも高まっていることから、キャリアアドバイザー

を日常的に対応できるよう配置し、より機能の強化

を進める。

また、本取組において開発された「キャリアアド

バイザー検索システム」は、今後、キャリアアドバ

イザー登録、並びに在学生の利用促進を一層図るこ

ととする。現在は、同窓生を主体としたキャリアア

ドバイザー登録を促進してきたが、今後は、本学の

就職支援協力者の枠組みを広げ、より支援体制の充

実を図る。その結果、より多くの学生が就業意識と

職業イメージを持ち、自身の希望進路達成に向けて

主体的に行動できるよう、全学的な支援体制で実施

していくこととする。

２．今後の計画

本取組の評価と実績に基づき、経常経費の中で継

続的に就職支援組織からの支援を受け、より就職実

績に効果がある取組へ展開する。

就職未内定者への支援策

１．内定（内々定）のピークを過ぎても内定（内々定）

を得られない者への支援策
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就職活動における問題点の把握、具体的な求人情

報提供を主目的に、就職活動中の４年生を対象に、

夏季集中個別面談を実施した。また、行政との協働

支援事業として、次の２事業を推進し内定へ繋げた。

（①愛知県主催「大学等巡回企業説明会」②経済産業

省公募事業 / 愛知県採択「ヤング・ジョブあいち中

小企業採用・定着支援プロジェクト（エム・タス）

事業」による学内説明会）

併せて、新卒応援ハローワークの支援を積極的に

受けるよう指導するとともに、ジョブサポーターの

派遣を要請し、学内進路相談会を実施した。
２．未内定のまま卒業した者への支援策

卒業後、新卒応援ハローワークによる支援を希望

する者を把握し、当該卒業生の就職が決定するまで

定期的な個別フォローを依頼している。併せて、個

別に本学に寄せられる求人情報は継続して提供する

とともに、活動の進捗状況把握に努めている。また

在学時と同様に、求人情報の閲覧や就職相談ができ

る環境を整備し、学位記授与式において案内文やチ

ラシを配布し利用促進を呼びかけた。

資 料

資料① 【4 年生就職内定状況過年度対比】 資料④ 【キャリアアドバイザー登録者（属性）】 平成 24 年 3 月現在

資料⑤ 【キャリアアドバイザー検索システム イメージ】

資料② 【平成 22 年度 3 年次希望進路と決定進路との差違】
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視察日：2012(平成24)年10月12日（金）

総　 評

1. 卒業生を対象とした現況調査を基に、卒業生によ

評 定 ： Ｓ

評定理由（総論）

卒業生へのアンケートやキャリア・アドバイザー

の組織化と検索システムを構築するとともに、キャ

リアサポートセンター名古屋を設置する等、特色あ

る取組を全学的に実施している。その結果、就職実

績は確実に向上しており、優れた取組となってい

る。今後、キャリア人材バンクがより一層充実する

ことが期待される。自己点検評価については、全学

的に組織的に実施されている。評価項目についても

数値目標が明確であり、PDCA サイクルに基づい

て評価が行われている。

評  価  結  果

実  地  視  察  報  告

る「キャリア支援人材パンク」を構築し、有効に

活用している。卒業生による就職やキャリア形成

指導や同窓会、卒業生による個別相談会が意識変

資料③ 【キャリアサポートセンター名古屋 利用学生数推移（月別）】
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革や進路決定に役立っている。可能にしたのは、

同窓会との大学との日常的な協力関係と全国規模

で存在するネットワークの存在である。

2. 学部設置校地とは別に名古屋キャンバスに「キャ

リアサポートセンター」を設置するとともに両拠

点にカウンセラーを常駐させ、特に、専門のキャ

リアアドバイザーを雇用した。そのことによっ

て、キャリア支援がカウンセリングを加味した継

続的で、きめ細かな相談・支援に発展し、相談件数

も増加するとともに、就職面での成果を上げてい

る。特に、名古屋のキャリアサポートセンターの

設置は、機動的な就職情報提供とキャリア支援に

有効であった。

3. 各キャンバスでのキャリア形成講座では「就活ス

キルアップ講座」を年間を通じて開講し、「資格

取得対策講座」や「就活プランニングセミナー」

（卒業生と就職決定した４年生）を開設し、スキル

アップとキャリア意識の向上に役立てている。

4. 今後は、「キャリアサポートセンター名古屋」に

おける就職支援事業及びキャリアアドバイザーを

継続的に常駐させ、充実させる。また、「キャリ

アアドバイザー検索システム」はアドバイザーの

拡大と運用方法を改善する計画である。

5. この取組を全学的な評価を実施することによって

「就職キャリア開発センター」が活性化し、全学

的な合意形成を実現している。　

個別事項

1.「キャリアアドバイザー検索システム」は、学生

のキャリアに対する理解者である卒業生をアドバ

イザーとする注目すべき取組である。しかし、

キャリアアドバイザーの登録者の拡充とともに、

在学生が利用しやすいように運営を改善し、利用

を促進することが課題となっている。学生からの

ヒアリングでも、利用しやすい運営改善が要望さ

れている。

2. ２つのキャンバスでの「キャリアサポートセン

ター」でのキャリアカウンセラーやキャリアアド

バイザーによる就職支援と相談を常設したことに

よって、継続的な支援と相談が可能となった。特

に、名古屋キャリアサポートセンターは、学生の

就活活動の時間の節約、交通費の節約等、利便性

に貢献している。さらに、専門のキャリアアドバ

イザーによる就職支援と相談は、同じアドバイ

ザーによる自己分析から始まる体系的な支援や相

談を継続できる利点をもち、個別面談件数が増加

して2011(平成23)年度には224名となっている。学

生からのヒアリングでも就職での成果を上げてい

る。従って、名古屋キャリアサポートセンターと

その支援体制を独自予算で継続する。

3.「就活スキルアップ講座」は、年間を通じて開講

し、延べ935名が受講し、スキルアップと意識改革

に役立っている。

4. 卒業生と同窓会との連携が可能なのは、全国的な

同窓会ネットワークの存在と、大学と同窓会との

関係を長年に亘って構築してきたことにある。


